
中国少数民族地域における回民族がん患者の退院後の日常生活の実態と看護ニーズ

− 54 −

University  of  HYOGO / Research  Institute  of  Nursing  Care  for  People  and  Community  Vol.９，2015

− 55 −

実　践　報　告
平成 26年度「国際まちの保健室」の
在日外国人の健康支援活動に関する報告
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Ⅰ．はじめに
　本プロジェクトは、科学研究（挑戦的萌芽）助成金をう
け、地域ケア開発研究所の「国際まちの保健室」として実
施している。本事業の展開にあたり、兵庫県看護協会東播
支部、明石市国際交流協会など関連機関から支援を受けて
実施しており、国内外で国際看護活動に従事した経験があ
る近隣の看護系大学の教員および本学の大学院生、学部編
入生、NITW（看護学部国際看護部活メンバー）の学生、
看護師有志、健康運動士や一般ボランティアが積極的に活
動に携わっている。
　「国際まちの保健室」は、「世界中のすべての人々の健康
を保持・推進する」という WHO の精神のもと、日本で
暮らす外国人が日本人と同じように、生活習慣や心の悩み
などについて、気軽に相談できる場所を提供するものであ
り、外国人と日本人とのコミュニケーションの場、ネット
ワークづくりの場として機能することも目的とする。主に
明石市内および近郊に住む外国人を対象として、毎月一
回、土曜日の 14 時から 16 時に開室、事前申込は不要、参
加費は無料としている。今までの開催において交通の便が
悪い等との課題を解決するために、「国際まちの保健室」
の開催場所を拠点だけでなく、外国人の交流の多い場所や
機会をとらえて学外出張（我々はこの方法を「出張型」と
略す）の機会を増やした。外国人住民の方々が通いやすい
場所での開催を行っている。
　本稿は平成 26 年度「国際まちの保健室」の取り組みに
ついて報告する。

Ⅱ．「国際まちの保健室」の開催の周知と広報活動について
　「国際まちの保健室」の開設を広く知ってもらうために、
ポスターやチラシを日本語版、英語版、中国語版にした。
ポスター類は外国人がよく通っている明石市国際交流協会
の広報スペースに貼りつけ、チラシは自由に取ってもら
い、ホームページや神戸新聞などにも本活動の広報を掲載
した。明石市内に住む外国人に対しては、明石市国際交流
協会の協力を得てチラシを郵送したほか、外国人がよく通
う場所や集会所などにも持参し、広く周知した。

Ⅲ．‌�母国語で外国人来室者の相談に対応する看護師やボラ
ンティアの確保

　「国際まちの保健室」に来室する外国人へ健康測定と生
活の悩みといった健康支援をしていくために、英語、韓国
語、中国語、インドネシア語等ができる共同研究者だけで
は対応しきれないので、ボランティア看護師及び外国語の
通訳ができるボランティアの確保に尽力した。今まで来室
者のうち中国人が多い傾向がわかっていたので日本での看
護経験年数が長い中国人の看護師や大学院生に、ボラン
ティアとして来てもらった。また、「国際まちの保健室」
が出張する際、様々な国籍の方が来室されることを予測し
て、海外での看護経験を有する看護師及び英語、ベトナム
語やスペイン語が話せる大学院生や NITW（看護学部国
際看護部活メンバー）の学生が対応していた（写真１：海
外で看護経験を有する看護師たちで来室者を対応している
場面）。

Ⅳ．平成 26年度の活動実績
１．拠点型来室者の概要と活動実績
　本年度の拠点型「国際まちの保健室」実績は表１のとお
りであった。

写真１：‌�看護経験を有する看護師たちで来室者に対応している
場面
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　他職種との連携を図りながら、地域住民同士の交流の促
進にも配慮した「一般まちの保健室」や、各領域の「専門
まちの保健室」と連携して開催した。また、本学の専門ま
ちの保健室である母性・小児領域との連携や市町村との連
携や適切な情報提供ができるよう体制を取り、必要な時は
他の専門家に相談できることを来室者に伝えた。
　さらに、外国人が日本人地域住民との交流を図るため
に、外国人住民に向けた「国際まちの保健室」と一般住民

に向ける「まちの保健室」の合同開催を行い、交流の場を
設けて、外国語が話せるボランティアを介して交流を図っ
た（写真２と３）

２．出張型来室者の概要と活動実績
　出張型の「国際まちの保健室」については、例年同様、
明石市国際交流協会が主催する姫路国際フェスティバルで
行った（表２）。

表１．「国際まちの保健室」（拠点型）活動実績（出張の数を含む）

表２．出張型「国際まちの保健室」活動実績

写真２：外国人住民と日本人住民との交流の場づくり 写真３：外国人住民と日本人住民及びボランティアの笑顔

月

来所者数（成人） 子育て支援 測
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就学児
以上 乳幼児男

性
女
性

男
性

女
性

４月 4 3 1 0 0 3 1 0 0 0 31 46 77
５月 14 6 6 1 0 5 6 1 0 1 82 121 203
６月 4 2 2 1 0 1 2 0 0 0 32 40 72
７月 24 11 13 1 1 10 12 0 0 0 144 222 366
８月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
９月 5 3 2 2 1 1 1 0 0 0 40 64 104
10 月 257 86 171 40 59 46 112 0 0 0 1111 70 1181
11 月 2 2 0 0 0 2 0 0 0 0 16 27 43
12 月 2 1 1 0 0 1 1 1 0 1 24 45 69
１月 95 35 60 4 14 31 50 0 0 0 83 103 186
２月 5 2 3 0 0 2 3 0 0 0 55 79 134

年間合計 412 151 259 49 75 102 188 2 0 2 1618 817 2435
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65 歳以上 65 歳未満
男
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女
性

男
性

女
性

明石市アスピア７F 学習室
（明石市国際交流協会と共催） 平成 26 年 7 月 12 日 16 8 24 11 13 1 1 10 12 144 222 366

姫路国際フェスティバル
（西播支部と共催） 平成 26 年 10 月 26 日 12 3 257 86 171 40 59 46 112 1111 70 1181

大久保産業センター
（明石市国際交流協会と共催） 平成 27 年 1 月 18 日 5 7 90 31 59 4 14 27 49 40 35 75

年間合計 33 11 371 128 243 45 74 83 173 1295 327 1622
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　昨年度残された課題として、「外国人がくるのを待つの
ではなく、本研究所から地域に出て、外国人が通いやすい
ところで開催し、健康支援を地域隅々まで届けられるよう
に整備する必要」があった。今年度は「国際まちの保健
室」にもっとたくさんの外国人がアクセスできるように、
明石市国際交流協会と共催し、交通が便利であり、外国人
がよく通う明石市アスピアホールで会場を借り、必要な健
康測定機器は兵庫県看護協会の協力によりお借りして実施
した。その活動内容は、ボランティア看護師による外国人
の健康測定や健康相談、健康運動士ボランティアによる体
を動かす指導等の健康支援である。たくさんの外国人の来
室者があり、大変好評であった（図１　明石市国際交流ひ
ろばの「出張型国際まちの保健室」の記事）。
　来室者の出身地がわかっている 387 名のうち、外国出
身者は 105 名であった。そのうち、最も多かったのが中
国 99 名であり、その他はロシア、香港、タイ、アメリカ、
台湾、フィリピン、インドネシアなどであった。（表３）。

３．ボランティアの参加実績
　「国際まちの保健室」実施にあたっては、地域ケア開発
研究所の教員と共同研究者メンバーが中心となっている
が、表４で示したように、「国際まちの保健室」活動に協
力を得ている看護師ボランティア、健康運動士ボランティ
ア、一般住民ボランティア等も参加している。また、兵庫
県立大学看護学部・看護学研究科に所属する学生や卒業
生の協力も得ており、NITW（看護学部国際看護部活メン
バー）の学生が毎月交代で協力に来ている（表４）。

４．来室者の健康測定と来室者の相談内容のまとめ
　「国際まちの保健室」は、来室者への健康支援のため、毎
回身長、体重、腹囲、BMI、ヘモグロビンを測定し、３か
月ごとの動脈硬化測定、骨密度測定を実施している。測定
が終了後、ボランティア看護師による来室者の健康状態を
総合的に評価し、来室者の希望により個別相談や家族単位
で相談に応じた（写真６と７）。日本に来てから生じた健康
問題や悩み等を傾聴し、それに応じたアドバイスを行って

図１　明石市国際交流ひろばの「出張型国際まちの保健室」の記事

写真４：「国際まちの保健室」姫路グループとしての出張 写真５：外国人への健康支援活動後のボランティアたち
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いる。
　また、「国際まちの保健室」終了後には、毎回、教員と
ボランティアが合同でカンファレンスを行っている。相談
記録やカンファレンスの内容から、表５のように健康相談
の実績と内容をまとめた。
　今年度の相談件数は延べ 738 件であった。

　具体的な相談内容は、看護師の記録やカンファレンス
ノートからまとめた。外国人住民の健康問題を表５のよう
に５つのカテゴリーで大きく分類している。
　①保健医療機関を利用する際の言葉の壁
　②健康保険や医療制度に関する知識不足の壁
　③異なる文化や価値観の壁
　④異文化不適応から生じた悩みの解消の壁
　⑤健康生活に関する問題

写真６：個別相談 写真７：家族単位での相談

表３．来室者の国籍

表４．「国際まちの保健室」活動に参加したボランティア数

来室者の国籍 人数
中国 121
台湾 3
日本 263
タイ 1
ロシア 5
アメリカ 1
イタリア 1
ローマニア 1
インドネシア 2
ブラジル 3
インド 3
オーストラリア 2
メキシコ 3
ペルー 2
イラン 1
来室者総数 412

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第 10 回 第 11 回 第 12 回 合計

看護職（登録済） 6 7 8 7 5 9 4 6 5 12 5 5 52

他職（健康運動等） 2 9 2 1 2 2 4 2 1 2 1 2 30

看護学生 0 0 3 8 2 1 2 1 2 6 8 4 37

ボランティア総数 8 16 13 16 9 12 10 9 8 20 14 11 146
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　５つのカテゴリーのうち、①－④番は日本人にはみられ
ない内容であった。また、⑤番「健康生活に関する問題」
というカテゴリーから抽出された問題は日本人と同じよう
に思われるが、しかし、「来日して３週間朝ご飯を食べた
ことがなく、一日 10 分以上歩いたことがない」といった
ような相談内容からみると、今までの生活背景または周囲
の環境からの影響があるものと思われる。
　外国人にしか生じない健康問題に関しては、最も多いの
が言葉によるものと異文化不適応によるものであった。
　言葉による困難については、「娘さんも本人も日本語が
ほとんどできないため、病院にいくことが困難である」、

「明らかな自覚症状があるのにうまく伝えられない」、「処
方薬の説明がわからないまま服薬している」などのケース
がある。また、「健康保険に加入していなかったため、か
なり高い血圧値にも関わらず未受診」ということは、言葉
による困難でもあり、医療制度を理解できていないことも
原因である。さらに、母子保健の制度が外国人であっても
利用できることが分からなかったため、妊娠しても病院で
の受診を受けないまま働き続けていたケースもあった。
　異文化不適応から生じた心の壁については、「日本人家
族との文化や価値観などのズレによって、子育てなどのス
トレスから体調不良が生じた」、「日本人男性と結婚してお

表５．相談内容からまとめた外国人住民の健康問題

保健医療を利用するさいの言葉の壁 医療体制に関する知識不足の壁 日常に関する言葉の壁 異文化不適応から生じた心の壁 健康生活に関する問題

・�娘さんも本人も日本語がほと
んどできないため、病院にい
くことが困難である

・�明らかな自覚症状があるのに
うまく伝えられない

・�日本語があまりできないた
め、「国際まちの保健室」に
子供を連れて来た

・�言葉が分からないので講演会
に参加したくないという外国
人がいた

・�既往症を入れるところは言葉
ができないと分からない人が
いる

・�日本語ができないため、病院
に受診していない。

・�日本に来て 1 年以上だった
が、検査を受けたことがない

・�処方薬の説明がわからないま
ま服薬している

・�健康保険に加入していなかっ
たため、かなり高い血圧値に
も関わらず未受診

・�母子保健の制度を知らず妊娠
しても病院での受診を受けな
いまま働き続けていた

・�日本に来て１年以上だったが、
検査したことがない

・�母子家庭の補助金や公営住宅
の利用等に関する制度が、外
国人であっても利用できるこ
とを知らなかった

・�日本語ができないため歩いて
５分くらいの日本語学校まで
しか行かなかった

・�日本に来て間がなく子供の日
本語はうまくなったが自分の
日本語があまりできなく、日
本語で子供に対応できないこ
とで悩んでいる方がいた

・�来日５か月間で日本語はまだ
うまくなく英語も少しだけで
きることで、交流には障害が
出た

・�日本人家族との文化や価値観
などのズレによって生じた子
育てなどのストレスによる体
調不良

・�日本人男性と結婚している場
合、姑との関係や近所との付
き合いが大変である

・�一人で日本に来たので、病気
になったら何もできなくなる
ことを心配している

・�日本には親戚もいない、土日
も決まったことしかなくてさ
びしい

・�一人で子育てしていることが
つらいと感じている

・�母国にいる動脈硬化度が硬
め、血圧も高い、喫煙歴 40
年を持つ父親のことを、娘さ
んが心配している。

・�子育てや自分の精神的なこと
について相談

・�家庭の問題で悩んでいる様子
であったため、30 分以上本
人の悩みや訴えを傾聴し

・�正月が楽しくなく日本には親
戚もいないので、国際まち保
に来られて楽しみができたと
言っている

・�家庭の問題に悩んでいる
・�就職に関するストレス
・�外にほとんど出ることがない

が、まち保に来るのは楽しい
・�日本人の先生がそのストレス

に察することができないかも
しれない

・�進学に対するストレス
・�日本に来て間がなく子供の日

本語はうまくなったが自分の
日本語があまりできなく、日
本語で子供に対応できないこ
とで悩んでいる

・�正月が楽しくなく日本には親
戚もいない

・�ストレスで眠れなく食欲がな
く、悩みを母国語で話したい

・�自身の就職や進学に関する不
安

・�子どもの就学に対する心配
・�子供への心配
・�普段一人で 1 歳半の子どもと

の関わり、大変
・�最近ストレスで外に出たくな

い

・�相談に来たときは食欲がなく
体重が顕著に減ってしまった

・�骨密度に関すること、食生
活、運動に関すること、子育
てに関すること

・�標準体重よりかなりやせてい
る

・�一日 10 分以上歩いたことが
ない

・�来日して３週間朝ご飯を食べ
たことがない

・�運動や食事生活がきちんと管
理できていない

・�ストレスで眠れなく、食欲も
なかったので、精神的なこと
や睡眠の影響が多いと考えら
れた

・�食生活について話を伺い
・�普段からカルシウムを多く含

む食品を積極的にとることを
進めた

・�健康相談の内容は就職に関す
るストレス、進学に対するス
トレス、子どもへの心配

・�不整脈がある
・�体脂肪率が高く食生活が悪い
・�人は運動している人が多い
・�大体の人が腹囲が減っていた
・�立ちくらみを訴えていたが朝

食を食べていない
・�骨密度が不安定である
・�朝食ほとんど抜きにしていた
・�果物だからたくさん食べても

体に悪いことがないと思い、
果物を主食としている

・�歩く習慣がなく買い物以外に
外出しない

・�唇や顔色が望ましくない
・�ストレス、嘔吐、腰痛などの

症状がある
・�体脂肪率が高く食生活が悪い
・ �22 歳の留学生 1 人も動脈硬

化度がやや硬めである
・�夫や姑との関係がうまくいか

なく、子どもと自分両方とも
暴力と暴言を受けてすごく悩
んでいる

・�健康診断は受けたことがない
・�体脂肪率が高く 27％、毎日

飲酒している
・�毎日ビール３本飲んでいる方

がいる
・�血糖値をチェックしてみた

ら、正常であるので、薬を飲
まなくてもよいかと聞かれた

・�全体的に野菜不足、夕食に糖
質が多い

・�いらいらする、眠れないなど
の症状が酷い
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り、姑との関係や近所との付き合いが大変である」、「スト
レスで眠れなく食欲がなく、悩みを母国語で話したい」と
いったような心の悩みに関するサポートが必要とされる内
容があった。特に、「自国では子育てに関して家族全員や
親戚に協力してもらうが、日本ではほぼ一人で係るため不
安」が生じるケースがある。
　このような壁を取り除いていくためには、本学の専門ま
ちの保健室である母性・小児領域との連携体制を取り、国
際まちの保健室の利用者を紹介し、相談に乗ってもらっ
た。また、必要な時は他の専門家にコンサルトが可能であ
ることも来室者に伝え、外国人をサポートしている団体や
住民の福祉施設においてあるチラシを収集してきて、外国

人の生活に必要な情報を伝えている。
　また、日本語が分からない中国人の体脂肪率やコレステ
ロール・血圧が高いことに対して、今までの生活習慣や運
動・食事のバランスを改善してもらうために、中国語バー
ジョンの健康指導資料を作成し、来室者に説明したうえ
で、資料を持って帰って自分の生活の中で参照してもらう
ようにしている。

Ⅴ．活動の効果および今後の課題（表６）
　外国人が病院に行っても納得のいく理解が得られないと
いった受診時の問題に加えて、日常的な健康維持に関する
相談や心の悩みを解消することも、本プロジェクトの目的

表６　「国際まちの保健室」が果たした役割

国際まちの保健室が果たした役割

・�「まちの保健室に来るから頑張っている」という方がいる
・�毎月の保健室利用で健康の意識が高まっている様子がある
・�エクササイズに参加して汗も出て、とても良い運動になったとおっ

しゃった方が多数いた
・�学生ボランティアが積極的に子供さんたちとおもちゃや黒板などを利

用して遊んでいた
・�こんな無料で健康測定や相談ができる場所があるなんてと言われ、と

ても喜んでいた
・�エクササイズを実施した時、（利用者の方の中で）日本語がうまい方に

説明を通訳してもらった
・�話をすることにより本人も気持ちが落ち着き少しずつ前向きな言動が

見られる
・�ご本人が気にかかっていることの相談に応じた
・�母親は感謝しまたぜひ来たいといっていた
・�子どもの安全面を配慮しながら一緒に遊び、母親が安心して相談や測

定ができることができてとても良かった
・�「ツボ」によって疲れ目を緩和するというケアをたくさんの人々に提供

したことと、来室者自分の心臓チックなどの体験もさせたことで、大
好評だった

・�食生活や運動について測定結果に基づき指導を行った
・ �40 分以上本人の悩みや訴えを傾聴して引き続き来室を薦めた
・�話をすることにより、本人も気持ちが落ち着き、前向きな言動がみら

れる
・�外国人就職の支援団体を紹介し、大学受験に関する悩みに応じて助言

した
・�疲れ目のツボの他に頭痛・腰痛や肩こりに効くツボを知りたい方もお

られた
・�重が増えて心配している方に食事指導を行った
・�疲れ目のつぼマッサージ、健康体操、血圧測定や脈拍測定について活

動した
・�つぼの位置にシールを貼って来訪してくれる人と一緒に目の体操およ

び健康体操をした
・�個別相談室を設けて相談を行った
・�必ず病院での受診をお勧めした
・�先生方はスペイン語、インドネシア語、韓国語、英語、中国語ができ

る
・�血圧の薬は自分で勝手に調整してはいけないことを指導
・�フィリピンの方の不眠について気分転換を勧めた
・�生活習慣病に気をつけるようにアドバイス
・�食生活のアドバイスを行った
・�動脈硬化、骨密度下降している方に漢方、食事と運動の指導を行った
・�この健康相談をとても喜んでいた
・�話を聞くだけで効果がある
・�明るい顔で帰られたので良かった
・�子どもの様子を母に伝えた
・�良い結果は言ってあげるのが良かった
・�３食食べるように指導
・�骨密度が不安定であり、牛乳 200ml/ 日、だったので 3 回 / 日飲むよう

に助言
・�相談がゆっくりできている
・�体重増加のための計画を一緒に作った
・�骨密度が低くなった方に運動の改善を勧めた
・�食事内容を相談するよう指導した
・�子供の言葉にあまり心配しなくて良いと助言
・�自分の健康行動を促す場所としてできる限り参加したいとおっしゃっ

ていた

・�先月血圧測定したところ血圧が高かったため本日来られた
・�自分から計画的に改善していくことを支援していく
・�中国語ができる病院を紹介した
・�受診するように勧めた
・�生活や運動習慣の指導を受けていた
・�自分は健康指導を受けたとおりに実施することを日課としている
・�測定結果から見て前よりも体重は増え、他の測定値が前よりよくなっ

た
・�継続してほしいと薦めた
・�日本の大学受験に関することを紹介した
・�子どもは慣れてきて笑顔で遊んだり、親の相談ができた
・�サロン、情報提供など
・�医療通訳の紹介
・�講座の紹介
・�肥満傾向のある来所者は健康意識が高く、運動に取り組んでいる
・�本人が動けるように相談窓口の一覧表を渡す
・�相談者が落ち着いて相談できるように子どもを見る
・�気分転換を兼ねた役割がある
・�運動後笑顔があったのでよかった
・�大体の人が腹囲が減っていた
・�明るい顔で帰られたので良かった
・�学生の健康相談の見学も、一つの良い経験の場所である
・�サロンを憩いの場と子育ての目的から解放できたら良い
・�学生も学ぶことができるし、来訪者も会うのを楽しみにできる
・�やせた人には偉いと褒めることで（利用者の行動を維持する）モチ

ベーションが上がる
・�ストレス解消の方法と次回の来室を薦めた
・�日本語ができないため、中国人看護師も付いていて通訳した
・�以前来室された留学生２人が、測定値がよくなりとても喜んでいた
・�（利用者は）英語、日本語を混ぜて、身振り手振りをを通して、何とか

測定を全部受け、学生ボランティアも多国語で外国人と交流すること
ができた。

・�継続的に測定するようを促した
・�無理の無い程度に日本語の勉強を行えばよいとアドバイスした
・�節酒の計画を一緒に考えていくことができるとよい
・�主治医と相談してから決めようと薦めた
・�喜んでいる様子が目に見えた
・�健康チェックができた
・�自己の健康管理の見直しをする良い機会になった
・�健康測定の指標からご自身の普段の生活状況がわかった　　
・�一緒に健康測定の結果や生活に関する留意事項について話をした　
・�前回の値より改善が見られる方がいる
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である。「国際まちの保健室」で話をすることにより、必
要時に受診する方法や、減塩するために必要な食材がわか
るなど、健康に対する意識向上に影響がある。特に、他人
には話しにくいプライベートな悩みについては、日本語で
はなく、来室者の母語または英語など、来室者にとってよ
り理解しやすい言葉で悩みや相談を聞く事により、来室者
がよりリラックスでき、打ち明ける内容も深くなる傾向が
あると考えられる。
　一方、健康である外国人にとっても、地域住民との交流
の場のとなり、親戚や友人の少ない外国人が外出するきっ
かけ作りになる。海外活動経験のある看護系大学教員や看
護師・看護学生らが活動の中心となることにより、言葉や
文化のバリアを乗りこえ、外国人の健康維持とコミュニ
ケーションが可能になっていると考えられる。
　言葉の壁や医療制度の違いなど、様々な理由で病院に足
が向かない外国人が気軽に訪れる場所として、昨年１月、
本プロジェクトが神戸新聞に掲載された（図２　神戸新聞
の記事）。

　2015 年度は、今までの状況をふまえて、文化や生活習
慣の違いによって生じた健康問題など、外国人の健康維持
にかかわる現状と問題を把握する。兵庫県健康財団が開発
した「健康増進プログラム」を外国人にも適用できるよう
試み、外国人の健康意識を高めていくことを目標としてい
る。
　「国際まちの保健室」の次の目標と向き合うために、魅
力のある拠点型活動の充実も図りつつ、本研究所から地域
にも出て、外国人にとって気軽に通うことができる言葉バ

リア解消の場、地域住民と交流の場、健康生活に関する知
識提供の場、異文化によるストレス解消の場になるよう、
努力していきたいと考えている。

謝辞
　「国際まちの保健室」の運営にあたり、いつも支えてい
ただいた兵庫県看護協会東播支部の山口綾様に感謝申し上
げます。まちの保健室の開設について詳しくご指導をいた
だき、ボランティアの登録や国際まちの保健室が出張の際
の物品の配達や回収等をサポートしていただきましたこと
を感謝いたします。
　ほぼ毎回準備から最後のカンファレンスまでご協力をい
ただいた矢口隆明様に感謝の意を申し上げます。当然のこ
ととして交通費をお支払いしようとすると、「交通費が出
せるのであれば、僕ではなく他の人に頼んでください」と
頑としてお断りになりました。毎回外国人の方に真剣に対
応してくださり、開催中に感じたことや次回に向けて考慮
すべき点などを必ずカンファレンスで発言してくださいま
す。私たちは本当に矢口様の強い志に感動させられまし
た。
　また、健康運動士の高原久美子様がいつも遠方から健康
運動の道具を運んできてくださり、利用者の健康運動につ
いて熱心にご指導をくださいましたことを感謝申し上げま
す。さらに今年度からは、毎回開始する前に、ボランティ
ア看護師や学生さんたちも加えて、健康体操をしてから、
元気いっぱいで来室者を迎えることができ、ボランティア
の楽しみも作っていただきました。
　本学の大学院修士２年生の楊玉麗さんは修士研究の忙し
い中、日本にいる限り毎回一度も欠席することなくお手伝
いしてくださいました。中国での 10 年以上の看護経験か
ら得た知識で来室の中国人に熱心に指導したり、丁寧に接
してくださったことに感謝いたします。楊さんは来室され
た中国人にとっては癒される看護師であるため、修士課程
を修了し来年度からご帰国されてしまうことは、来室者に
とっても寂しくなることでしょう。
　いつも協力していただいた看護師の三百田昌美さん、高
小雲さんをはじめ、ボランティアの皆さん、学生の皆さん
に感謝いたします。皆様のご協力をいただかなければ「国
際まちの保健室」が成り立ちません。ここに感謝の意を述
べさせていただきます。
　本当にありがとうございました。これからも引き続きご
協力をよろしくお願い申し上げます。

図２：神戸新聞の記事




